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第６次長期総合計画策定に向けた『市民まちづくりワークショップ』

第１号

ワークショップ開催

“ 暮らしのカード ” の作り方

W S 中 に 出 た “ 暮 ら し の 種 ”

ワークショップで生まれる “ 暮らしのカード ” 完成イメージ

　塩竈市では、まちづくりの方向性を描く新しい

総合計画づくりを進めています。自分たちや子ど

もたちの世代が暮らしやすいまちに向かって、未

来の 100 の暮らし方を考えるワークショップ（以

下、WS）を開催しています。

　第 1回のWS を開催し、新しい暮らし方に向け

て様々な意見交換が行われました。この通信では、

各回で出て来たアイディア「暮らしのカード」を

広く共有する意味合いを込めて配布しています。

　WSでは各回テーマを設け、そのテーマに対す

る意見交換を行っています。そこで出た意見を “暮

らしの「種」”とし、最終的には「〜な暮らし」と

して整理しています。例えば、暮らしの種は「坂

が好き、坂が嫌い」、暮らし方としては「坂がある

ことで生まれる眺めの良い暮らし」となります。

　第 1回は「住環境」をテーマに、副題を「暮らし方、

塩竈の好き・嫌い」に設定して意見交換を行いま

した。第 1回ということもあり、幅広い話になり

ましたが、様々な視点から、多種多様な意見交換

が行われました。

・海近いのに遊べる場所がなくて嫌だ。			

・休みの日に家族で遊べる公園を。浦戸 BBQ Park。

・“ 都会から一番近い離島 ”、ワーケーション。

・子ども達を連れていって遊べる所があまりない⁉

・各団体の連携が無い様に思えて、中心となる施設

　がない。

・古い歴史を守りながら、新しい人や事柄を柔軟に

　受け入れてきた。

・港の夜景（仙石線、海、船）が実はとても魅力的

　だが見せようとしていない。　　　　　　　.....etc  

　100の暮らしを考えるWSの指針として、

「塩竈が塩竈らしくここでしかなし得ない

かたちでつづいていくこと」を掲げ、話し

合っています。そのため、塩竈にとって「当

たり前」のことが、他の地域にとっては「非

日常」の事柄も大切になります。

　全 6回のWSを通じて「暮らしのカード」

を「100 枚」作ろうとしています。種から

〜な暮らしを整理した後、その暮らしを作

り上げて行くための「取組」や、その取組

を達成するための「人数」を考えて、「未

来の 100 の暮らし」を作る予定です。

　各回テーマを変えながら、WSを展開していきます。テーマごとに詳しく話し合っていただきたい内容につい

て、副題を設けています。副題はあくまでも仮で、会の様子で今後も変更する可能性があります。	

今後の予定

通信　

通 し 番 号

イ ラ ス ト

タイトル「〜な暮らし」
暮らしの解説

暮らしの具体的取組

取 組 規 模

【開催日｜令和２年 10 月 24 日 ( 土 )】

回 日時 テーマ案
第 2 回 11/26( 木 ) 19:00 〜 21:00 子育て・教育　「( 仮 ) 多世代で守られ、愛され、慈しまれる子供の暮らし」
第 3 回 12/17( 木 ) 19:00 〜 21:00 食・産業　「( 仮 ) 二十四節気の港暮らし」
第 4 回  1/14( 木 ) 19:00 〜 21:00 福祉　「( 仮 )100 歳まで働ける塩竈暮らし」
第 5 回  1/28( 木 ) 19:00 〜 21:00 歴史・文化　「( 仮 ) 趣がます塩竈の暮らし」
第 6 回  3/18( 木 ) 19:00 〜 21:00 編集会議　「100 の暮らし」を整える



ワークショップで生まれた “ 暮らしのカード ”

 WS の最中に生まれた「暮らし」をご紹介します。それぞれ塩竈にとって大切なことが書かれています。こうした話題について、今後もより深く、より細かな「これからの暮らし」を考えていきます。

地酒を楽しみながら寿司をつまむ暮らし

浦戸で農作物を収穫できる暮らし コンパクトシティな暮らし

鹽竈神社に見守られながら
鹽竈神社を見守る暮らし お年寄りも子ども達もつどえる公園のある暮らし

子供からおじいちゃんおばあちゃんまで
みんなで作っていく祭りがある暮らし

好きなときに気軽に行けて
みんなが満足できる公園がある暮らし

鹽竈神社に行くと神社ならではの構図があり
独特の観光気分が味わえる暮らし

都会から１番近い島でワーケーション

見守り合いのある暮らし


